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コンテナターミナルと連絡橋が
九州の養殖漁業と林業を支える

工業用地分譲率の推移

国際コンテナターミナルの整備により、国際コン
テナ航路が開設

平成15年に伊万里湾大橋が完成。同年、対岸
に養魚飼料会社Ａ社が立地

平成16年に養魚飼料の原料の魚粉の輸入量
が日本一になるなど、伊万里港は養魚飼料の
原料の日本最大級の輸入拠点に

さらに平成20年に養魚飼料会社Ｂ社が立地す
るなど、伊万里港が九州一円の養殖漁業を支
えている

また、異樹種集成材を製造する大手製材メー
カーの拠点工場を中心に木材コンビナートを形
成、九州の林業を支えている
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雇用の増加

養魚飼料会社Ｂ社：約50人
大手製材メーカー ：約170人など
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コンテナターミナルから伊万里団地
までは、湾奥を大きく迂回
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により

輸送時間が約30分短縮
企業立地促進につながった
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